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横浜駅西口では，貸切バスの客待ちによる長時間駐車やそれに伴う交通阻害，乗客のゴミのポイ捨てや

周辺民間ビルのトイレ無断使用等の課題が顕在化し，長年の懸案となっていた．このような諸課題の早期

解消に向け，関係者が一丸となって貸切バスの発着ルールの明確化について検討を行い，2017年７月にシ

ョットガン方式による貸切バス専用乗降場の運用を開始した． 

駅前という限られたスペースで多くの機能が求められる中で，乗降場，貸切バス待機場所，乗客待合場

所という3つの主要施設すべてを分散配置し，さらに，各所に配置した案内員が連絡を取り合う連動運用

により，最小限のスペースで最大限の効果を生み出す効率的な乗降場運用の一方策を示した． 

 

 

1. はじめに 

 

近年，観光まちづくりやインバウンド戦略の推進によ

り，多くの観光地や発着地となる駅周辺で，貸切バスに

よる車道上の交通混雑や乗客の歩道上での滞留などの課

題が生じている． 

駐車場への入庫待ちを減らすためそれまで予約不要だ

った貸切バスの駐車場を予約制としたり1)，乗降場所に

十分な広さの駐車場を確保できない場合には，東京都台

東区（浅草）2)や中央区（銀座）3)，名古屋駅4)や京都駅5)

などで見られるように，駐車場と乗降場を別の場所に配

置する「ショットガン方式」を取り入れた貸切バス専用

乗降場が整備されるなど，貸切バスの増加に対応するた

めの取組が各地で進められている． 

横浜駅西口においても，2017年7月24日より貸切バス

専用乗降場の運用を開始したため，その特徴や運用上の

工夫などを報告する． 

 

2. 取組の経緯 

 

(1) 横浜駅西口における課題 

横浜駅周辺地区では，官民連携によるまちづくりの指

針として2009年12月に「エキサイトよこはま２２6)」が

策定され，計画実現に向けた各種取組が推進されている．

この「エキサイトよこはま２２」の「基盤整備の基本方

針」では，道路上の貸切バスの駐停車が自動車交通の流

れに影響していることなどを課題として挙げており，将

来的な施設整備の基本方針として，貸切バスなどを集約

したターミナルを形成することとしている． 

一方，横浜駅西口に位置する民間ビル前には，少なく

とも10年以上前から横浜駅を出発地とする貸切バスが集

中し，多い日には朝のピークの４時間に，40台の貸切バ

スと1,400人の乗客が横浜駅西口を出発していた．貸切

バスの長時間駐車や二重駐車により道路交通環境が悪化

し，乗客が歩道が溢れることによる歩行者交通の阻害や

ゴミのポイ捨て，周辺民間ビルのトイレ無断使用等の問

題が顕在化していたが，主要駅の駅前という土地柄，関

係者が多岐に亘り，乗降のための用地確保も困難であっ

たことから，長年の懸案となっていた． 

 

(2)  運用開始までの流れと管理主体 

2015年5月に神奈川県警戸部警察署と本市道路局が事

務局となり，バス事業・旅行業企業体，地元企業による

協議会，本市関係部署等の関係者が一堂に会する「対策

会議」を開催したのを皮切りに協議を重ね，2016年9月
図-1  従前の貸切バス・乗客の滞留状況 
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に実施に向けての方向性について参加関係者の了解を得

た（詳細は「6.  本市の役割と取組姿勢」にて後述）． 

これを受け2016年10月には，(一社)神奈川県バス協会，

(一社)横浜地区高速バス停留所管理協会，路線バス事業

者，(一社)日本旅行業協会関東支部神奈川県地区委員会，

(一社)全国旅行業協会神奈川県支部から成る「横浜駅西

口バス乗降場運営協議会」を設立．予約料金や貸切バ

ス・乗客の待機場所等詳細な議論を行い，2017年3月に

詳細な運用方法を確定した． 

運用開始にあたっては，(一社)横浜地区高速バス停留

所管理協会，(一社)全国旅行業協会神奈川県支部及び会

員事業者等，貸切バス・旅行業企業体から成る「(一社)

横浜駅西口バス乗降場管理協会（以下，「乗降場管理協

会」という．）」を設立し，乗降場の円滑な管理運営を

担っている． 

 

 

3.  課題整理 

 

(1) 貸切バス専用乗降場設計の考え方 

貸切バス乗降場の設置場所を考えたとき，駅前広場や

駐車場に設置する方法と，道路の単路部に「バスベイ」

を設置する方法が考えられる． 

駅前広場の設計には「駅前広場計画指針7)」がある．

この中で，「長距離バス，観光バスの乗降場」の面積原

単位が示され，「施設別計画交通量の設定」では「当該

駅での長距離バスなどの利用実態や運行計画に合わせて

必要バース数を求めることが望まれる」と記載されてい

るが，具体的な設計方法などは示されていない． 

駐車場についても，「駐車場設計・施工指針について
8)」において，駐車マスの大きさや車路の幅員などが記

載されているが，やはり具体的な設計方法などは示され

ていない． 

単路部におけるバスベイについても同様であり，各所

の状況に応じて乗降場の整備検討を行う必要がある． 

 

(2) 貸切バス乗降場に係る諸課題の類型化 

貸切バス専用乗降場の運用にショットガン方式を導入

した例は各所であるが，乗客や貸切バスの動きによって，

諸課題とその対応策を類型化することができる． 

a) 目的地型（例：東京浅草エリア） 

他地域から貸切バスが集まり，エリア内の目的地付近

で乗降したり，利用客が用事を済ませて乗車するまで目

的地周辺で貸切バスが待機する類型である． 

乗降場所・時間帯がある程度分散している一方，エリ

ア内の複数の主要目的地付近に乗降場を設置したり，貸

切バスの待機時間が長くなることから，待機場所を十分

に確保することが求められる． 

b) 乗継型（例：京都駅） 

すでに集合済みの乗客が，新幹線など別の基幹交通で

出発駅へ集まり，乗継で貸切バスが配車される類型であ

る． 

時間帯はある程度分散している一方，乗降場所は一箇

所に集中するため，乗降スペースを十分に確保するか，

できない場合は，乗降場の効率的な運用が求められる． 

c) 起終点型（例：横浜駅） 

目的地への出発にあたり，乗客の集合場所として指定

された拠点駅へ，貸切バスが配車される類型である． 

行程上，出発時刻は一定の時間帯に集中しやすく，貸

切バスや乗客が短時間に拠点駅に集中するため，待機場

所・乗降場所ともにスペースを十分に確保する必要があ

るが，できない場合には，各所で効率的な運用が求めら

れる． 

 

(3)  横浜駅周辺を取り巻く状況 

横浜駅周辺は高密度に土地利用が進んでいることに加

え，既存のバスターミナルは路線バスが多数乗り入れて

おり，駅の近隣に貸切バスや乗客の待機・乗降場所に充

てる十分なスペースを確保することができなかった．ま

た，前述の「エキサイトよこはま２２」による駅前再整

備の事業化にはなお時間がかかる一方，本格的な再整備

を前に，大規模な施設整備を伴う取組を行うことも困難

な状況にあった． 

 

 

4.  施設及び運用の概要 

 

上記のような貸切バスの動向と横浜駅西口を取り巻く

現状を踏まえ，乗継型と起終点型の特性を併せ持つ名古

屋駅の取組を参考に（起終点型のみの事例は存在しなか

ったため），既存施設を活用した施設配置や運用システ

ムを乗降場管理協会とともに検討し，決定した． 

 

(1) 施設概要 

まず，バスターミナルとは別に設置されていた路線バ

スのりばの一部を，路線バス事業者の協力により移転し，

貸切バス専用の乗降場とした．過去の調査実績により，

乗降場は4バース設置した（別に送迎バス用乗降場を2バ

ース設置）． 

貸切バス・乗客の待機場所は近隣に十分なスペースを

確保できなかったため，貸切バスの待機場所は車で10分

程度の民間施設内の駐車スペースに，乗客の待合場所は

歩いて５分程度の民間商業施設脇の公道上に設ける，シ

ョットガン方式を採用した． 
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(2) 乗降場の運用 

乗降場は，貸切バスの出発が集中する朝6時半から9時

半までを有料予約制とし，この間に限り貸切バス待機場

所が利用できるほか，乗降場と貸切バス・乗客待機場所

に案内員が配置される．これ以外の時間帯は，到着を含

めて乗降場の利用は分散しているため，貸切バス待機場

所は利用できないが，乗降場は予約なしで利用が可能で

ある． 

なお，予約受付，案内員配置及び利用料徴収は乗降場

管理協会が行い，利用料は管理運営費や整備費用の返済

に充てられている． 

 

(3)  予約から出発の流れ 

乗降場を利用者する旅行業・貸切バス事業者は，事前

にインターネットで乗降場の利用枠を予約し，当日は貸

切バスを待機場所へ配車，乗客は待合場所に集合する．

乗降場の案内員は，乗降場の予約時間と空き状況，道路

の混雑状況等を考慮し，各待機場所に配置された案内員

へ，貸切バス・乗客を誘導するタイミングを連絡する． 

各所に配置された案内員が綿密に連絡を取り合い，各

施設を連動して運用することで，短時間に集中する貸切

バスを少ないバース数で効率的に処理することを可能に

した． 

5. 取組の成果 

 

今回の取組により，貸切バスの長時間駐車や二重駐車

が一掃されて交通が円滑化したほか，長時間の待機が解

消されたことにより，乗務員や事業者の負担も軽減され

た．交通の安全確保の面から，乗務員からも取組を評価

する声をいただいている．かつて乗客が滞留していた民

間ビル前についても，乗客の滞留が解消され，歩行空間

を確保することができた． 

加えて，乗客の待合場所が明確になったことで，乗客

の利便性も向上した．また，案内員が配置され，乗客が

整然と待機，乗降するようになったほか，ゴミのポイ捨

て防止といったマナー向上にも役立っている． 

 

 

6. 本市の役割と取組姿勢 

 

(1)  多様な関係者との連携・調整 

実施にあたり，貸切バスの待機場所を提供いただいた

民間施設管理者をはじめ，近隣民間施設管理者を含めて

20以上の関係者と調整を行う必要があり，調整は難航が

予想された． 

しかし，前述の「対策会議」において，主要な関係者

が一堂に会して役割分担を明確にしたことで，事務局と

なった警察や行政が一方的に対策案を提示するのではな

く，各々ができることを少しずつ実施し，改善案を提示

するなど，各関係者がこの問題を“自分事”として捉え

て主体的な行動を促すとともに，円滑に全体調整を行う

ことができた． 

 
民間ビル

バス
ターミナル

【移設】
第３バス
のりば
（路線）

横浜駅

バス
待機場所
民間施設内
スペース

乗客
待合場所
民間商業施設脇

公道

貸切バス
乗降場
旧 第２バス
のりば(西側)

乗 降 場 の 概 要

有料予約時間 毎日 ６：３０～９：３０ ・時間外も乗降可能

利用料金 １台 ５，５００円/15分
・案内員の習熟と更なる効率化
のため１枠10分を検討中

バース数 ４バース ・別途送迎用２バース

運 営 者
一般社団法人横浜駅西口
バス乗降場管理協会

・この取組のために設立

・貸切バス・旅行会社で構成

・予約管理、案内員手配、

各施設の管理 等

図-3  乗降場予約から利用までの流れ 

図-2  主要施設の配置図 

表-1  貸切バス専用乗降場の概要 

 

（民間施設駐車スペース） 

 

３ヶ月前～ 出発当日 

乗降場予約サイト バス待機場所 乗客待合場所 貸切バス乗降場 

（民間商業施設脇公道） 

 

（現第２バスのりば西側） 

  

●各事業者 

 

・インターネットで

乗降場を予約 

・待合場所を乗客へ

事前案内 

●各事業者 

・バスを配車 

●案内員 

・誘導 等 

●乗客 

・待合場所へ集合 

●案内員、添乗員 

・誘導、マナー啓発 

 

●バス･乗客･添乗員 

・到着と同時に乗車、

出発 

●案内員 

・誘導、マナー啓発 

出発 20 分前 

出発 10 分前 

出発 
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(2) 乗降場の整備 

貸切の待機場所（民間施設内）における舗装工事や，

規制変更に伴う標識の設置，周辺案内板の改修等は，乗

降場管理協会が実施し，路線バスのりばの案内板の改修

や移転先における上屋整備は，路線バス事業者が行った． 

本市では，貸切バス乗降場としての運用にあたり，支

障となる植栽の撤去や規制変更に伴う規制標識の建柱，

舗装復旧工事，区画線の修正等の工事を行った． 

各関係者が分担して整備を行ったほか，既存施設をで

きる限り活用し，大規模な施設整備を行わなかったため，

工事期間は約1ヶ月半，費用は約400万円で実施すること

ができた． 

 

(3) 取組姿勢  

今回の取組は，本来は，原因者である貸切バス事業者

や旅行会社の責任により解決すべき課題であるとも言え

る．しかし，横浜駅西口という多様な関係者が存在し，

課題解決に向けた用地を十分に確保できないエリアにお

いてこの問題に取り組んでいくには，関係者全員が各々

のリソースを出し合い，課題解決に向けて一丸となって

取り組んでいくことが必要であった． 

我々行政も，前例のない業務だったが，長年の課題を

解決しなければならないという市民目線を忘れず，当事

者意識と主体性を持って取組を進めてきた．特に乗客の

待合場所については，適当な規模のスペースが見つから

なかったことに加え，施設前に乗客が滞留することを懸

念されて用地の確保が難航し，決まりかけた候補地が二

度も白紙に戻ったこともあった．しかし，職員自らが候

補地を探し，施設管理者に直接交渉して同意を得るなど，

職員の熱意と主体性も，取組の実現には非常に重要な要

素であったと考えている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 今後の課題 

 

取組自体は評価する声が挙がる一方で，旅行・貸切バ

ス事業者や乗客からは，乗客待合場所の環境整備（快適

性の向上）や，最混雑時間帯における発着可能台数の向

上等の要望が寄せられている．本市としても，引き続き

管理運営主体の乗降場管理協会による運用改善の取組を

支援するとともに，その他関係者の要望や相談の受付，

調整を行っていく． 

 

 

8. おわりに 

 

限られたスペースで多くの機能が求められる駅周辺に

おける、貸切バス対策の検討の一助となれば幸いである． 

 

 

謝辞：本取組にご協力いただいた関係者の皆様に，この

場を借りて御礼申し上げます． 
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